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研 究 責 任 者 ：

教授

杉生 憲志

審議の結果，承認された。

教授 阿部　康二

審議の結果，承認された。

ミニレクチャー「プライバシーポリシー」

樋之津教授から「プライバシーポリシー」についてミニレクチャーが行われた。

杉生 憲志

審議の結果，承認された。

ステント支援脳動脈瘤治療における二剤抗血小板薬投与の効果と安全性に関する多施設共同ランダ
ム化比較試験（DAPTS ACE）

研 究 責 任 者 ： 准教授

ステント支援脳動脈瘤治療における抗血小板薬投与期間の効果と安全性に関する多施設共同登録研
究（DAPTS ACE-Registry）

岡山大学病院

早期乳がん患者におけるDose-Dense ACまたはEC→パクリタキセルの有効性、安全性を検討する第Ⅱ
相試験

岡山大学病院

阿部　康二

申請者から今月の委員会における審査は取り下げる旨連絡があった為、審査を行わなかった。

大学院医歯薬学総合研究科

研 究 責 任 者 ：

研 究 責 任 者 ：

慢性歯周炎に対する局所抗菌薬投与の効果に関する歯周ポケット内における臨床および細菌学的検
討

岡山大学病院 教授

審議の結果，承認された。

研 究 責 任 者 ： 大学院医歯薬学総合研究科 教授 森田　学

髙柴　正悟

脳梗塞再発高リスク患者を対象とした抗血小板薬併用療法の有効性及び安全性の検討  CSPS.com
（Cilostazol Stroke Prevention Study .Combination）

研 究 責 任 者 ： 大学院医歯薬学総合研究科

審議の結果，承認された。

光触媒殺菌（Light Activated Disinfection：LAD）を用いた歯周病治療効果の検討

平成２８年１０月１８日（火）

《会議・委員会等報告書》

報 告 者 ：

報 告 区 分 ：

議 事 内 容 ：

審議の結果，承認された。

議事要旨（９月２０日開催分）の確認について

平成２８年度第７回岡山大学医療系部局臨床研究審査専門委員会

食道アカラシアに対する新規内視鏡下食道内圧測定法を用いての治療効果判定における安全性と有
効性の検討

岡田　裕之

審議の結果，申請書等の字句・文面を一部修正することが確認され，承認された。

乳酸菌タブレットの直腸・膣内細菌叢に及ぼす効果に関する臨床試験

研 究 責 任 者 ： 岡山大学病院 准教授 石井　亜矢乃

DLB患者へのガランタミンおよびL-dopa・カルビドパ（レボドパ）製剤投与による認知機能改善効果
の研究

大学院医歯薬学総合研究科

教授

会 議 等 名 称 ：

開 催 日 時 ：

開 催 場 所 ： 医学部中会議室（医学部管理棟３階）

山本委員、大塚委員、桐田委員、津田委員、阪本委員出 席 者 ：

准教授研 究 責 任 者 ：

大学院医歯薬学総合研究科 講師 平　成人

初発膠芽腫に対する放射線療法併用テモゾロミド、ベバシズマブ療法および増悪または再発後のベ
バシズマブ継続投与の有効性と安全性を検討する第Ⅱ相臨床試験

研 究 責 任 者 ： 大学院医歯薬学総合研究科 教授 伊達　勲

審議の結果，承認された。

審議の結果，承認された。

研 究 責 任 者 ：
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（１５） ｍ05002

（１６）

1) 臨1507-003

（１７）

（１８）

① 次回の開催について

審議の結果，承認された。

再発性 ANCA 関連血管炎（AAV）の寛解維持療法におけるリツキシマブとアザチオプリンを比較す
る、オープンラベル、ランダム化国際共同試験

その他

終了報告が行われた。

硬膜外間欠至適投与量に関するパイロット研究

終了報告

研 究 責 任 者 ： 岡山大学病院

RELIEF　疼痛に対する神経刺激治療の長期的有効性を評価する国際共同レジストリ

研 究 責 任 者 ： 岡山大学病院 助教 上利　崇

審議の結果，承認された。

肥満を有する知的障害患者の静脈内鎮静法におけるNasal High flowの有用性の検討

研 究 責 任 者 ： 岡山大学病院 病院長 槇野　博史

講師 樋口　仁

審議の結果，承認された。

利益相反マネジメント委員会の審査結果について（報告）

事務局から、本委員会で審査対象となる研究課題に係わる利益相反自己申告について、利益相反マ
ネジメント委員会の審査結果の報告があった。
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